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令
和
２
年
12
月
７
日
第
４
回

理
事
会
に
お
い
て
、
令
和
３
年

度
第
63
回
千
葉
県
理
容
競
技
大

会
に
つ
い
て
、
次
の
通
り
承
認

さ
れ
ま
し
た
の
で
、
ご
承
知
お

き
く
だ
さ
い
。
た
だ
し
、
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
状
況

に
よ
っ
て
は
、
変
更
の
可
能
性

が
あ
る
こ
と
も
ご
了
承
く
だ
さ

い
。

　

令
和
３
年
度
第
63
回
千
葉
県

理
容
競
技
大
会
の
開
催
に
つ
い

令和３年度第63回
千葉県理容競技大会の開催について

て
、
教
育
統
括
部
員
部
会
員

会
議
で
検
討
し
た
結
果
、
万

が
一
の
リ
ス
ク
を
考
慮
し
、

東
洋
理
容
美
容
専
門
学
校
の

校
舎
を
お
借
り
す
る
の
は
や

め
て
、
県
理
容
会
館
に
お
い

て
規
模
を
縮
小
し
た
選
考
会

形
式
で
行
う
こ
と
と
な
り
ま

し
た
。
役
員
構
成
そ
の
他
に

つ
い
て
は
案
の
段
階
で
す

が
、
左
記
の
要
領
で
開
催
し

た
い
と
思
い
ま
す
。

事
日
程
予
定
表
、
⑥
「
全
理
連

ナ
シ
ョ
ナ
ル
チ
ー
ム
育
英
支
援

の
会
」
会
則
の
改
訂
、
⑦
２
０

２
２
年
全
理
連
ニ
ュ
ー
ヘ
ア
、

⑧
令
和
２
年
度
全
理
連
教
育
功

労
者
顕
彰
候
補
者
、
⑨
第
73
回

全
国
理
容
競
技
大
会
に
お
け
る

審
査
委
員
、
監
視
委
員
、
精
算

委
員
の
人
数
等
、
⑩
２
０
２
１

ク
ー
ル
ビ
ズ
・
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

の
実
施
、
⑪
理
容
メ
ッ
セ
ー
ジ

全
国
大
会
の
休
催
、
⑫
ｗ
ｅ
ｂ

会
議
に
伴
う
取
り
扱
い
、
⑬
積

立
剰
余
金
の
取
り
崩
し
、
⑭
令

和
２
年
度
組
織
強
化
運
動
の
結

果
報
告
、
⑮
令
和
２
年
度
共
済

加
入
促
進
運
動
の
結
果
報
告
、

⑯
標
準
営
業
約
款
の
Ｐ
Ｒ
、
⑰

全
理
連
ナ
シ
ョ
ナ
ル
チ
ー
ム
選

手
募
集
の
結
果
、
⑱
２
０
２
１

Ｏ
Ｍ
Ｃ
欧
州
選
手
権
へ
の
参

加
、
⑲
２
０
２
１
横
浜
世
界
大

会
出
場
選
手
の
募
集
、
⑳
第
73

回
全
国
理
容
競
技
大
会
選
手
割

当
数
、�
全
理
連
ニ
ュ
ー
ヘ
ア
、

�
第
74
回
全
国
理
容
競
技
大
会

の
競
技
種
目
、
�
令
和
３
年
度

全
理
連
教
育
功
労
者
顕
彰
候

補
、
�
全
国
理
美
容
中
央
学
園

の
名
称
変
更
に
伴
う
規
程
等
の

文
言
改
正
、
�
全
理
連
中
央
講

師
等
、
�
令
和
３
年
度
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
応
・
組
合
加

入
大
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
、
�
令
和

３
年
度
共
済
加
入
促
進
運
動
の

実
施

⑷
県
組
合
報
告

①
令
和
２
年
度
各
種
表
彰
者
の

決
定
に
つ
い
て

理
事
長
説
明

②
全
理
連
共
済
加
入
促
進
運
動

に
お
け
る
優
秀
な
支
部
共
済
担

当
者
の
表
彰
に
つ
い
て

理
事
長
説
明

③
令
和
３
年
度
支
部
総
会
開
催

予
定

理
事
長
説
明

④
令
和
３
年
度
第
63
回
千
葉
県

理
容
競
技
大
会
の
役
員
に
つ
い

て理
事
長
説
明

⑤
組
合
団
体
傷
害
保
険
の
取
扱

い
に
つ
い
て

理
事
長
説
明

⑥
融
資
事
故
発
生
状
況

理
事
長
説
明

８
協
議
事
項

⑴
令
和
３
年
度
事
業
計
画
書

（
案
）に
つ
い
て（
総
代
会
議
案
）

理
事
長
説
明

⑵
令
和
３
年
度
一
般
会
計
収
支

予
算
（
案
）
に
つ
い
て
（
総
代

会
議
案
）

事
務
局
長
説
明

⑶
令
和
３
年
度
一
般
会
計
収
支

予
算
書
（
案
）
に
つ
い
て
（
総

代
会
議
案
）

増
田
経
理
部
長
説
明

⑷
令
和
３
年
度
職
業
訓
練
校

（
Ｓ
Ｕ
Ｃ
）
収
支
予
算
書
（
案
）

に
つ
い
て
（
総
代
会
議
案
）

理
事
長
説
明

⑸
令
和
３
年
度
県
共
済
会
収
支

予
算
書
（
案
）
に
つ
い
て
（
総

代
会
議
案
）

荒
木
共
済
厚
生
事
業
部
長
説
明

⑹
規
約
の
改
定
に
つ
い
て
（
総

代
会
議
案
）

理
事
長
説
明

⑺
令
和
２
年
度
千
葉
県
理
容
政

治
連
盟
収
支
決
算
書
及
び
政
治

資
金
収
支
報
告
書
に
つ
い
て

理
事
長
説
明

⑻
令
和
３
年
度
自
由
民
主
党
千

葉
県
理
容
支
部
収
支
決
算
書
及

び
政
治
資
金
収
支
報
告
書
に
つ

い
て

理
事
長
説
明

⑼
生
衛
業
経
営
支
援
・
ガ
イ
ド

ラ
イ
ン
実
施
促
進
事
業
費
補
助

金
の
支
部
還
元
に
つ
い
て

理
事
長
説
明

⑽
令
和
２
年
度
「
共
済
制
度
推

進
の
た
め
の
活
動
費
の
助
成
」

支
部
還
元
に
つ
い
て

理
事
長
説
明

⑾
県
講
師
の
委
嘱
に
つ
い
て

理
事
長
説
明

⑿
県
名
誉
講
師
の
委
嘱
に
つ
い

て理
事
長
説
明

⒀
事
務
局
職
員
の
採
用
に
つ
い

て事
務
局
、
山
田
裕
美
職
員
の
退

職
に
伴
い
、
下
記
の
者
を
新
た

に
採
用
い
た
し
ま
し
た
の
で
ご

承
認
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。

鈴
木
英
司
さ
ん
で
す
。

理
事
長
説
明

拍
手
に
て
承
認

⒁
そ
の
他
当
面
す
る
諸
問
題
に

つ
い
て

青
年
部
の
吉
田
で
す

意
識
を
変
え
る

　

講
習
内
容
は
、
受
講
者
に
し

か
開
示
さ
れ
な
い
内
容
も
あ

り
、
説
明
で
き
な
い
の
で
ご
了

承
く
だ
さ
い
。今
回
の
講
習
は
、

単
純
に
料
金
を
上
げ
よ
う
と
い

う
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
自

分
の
意
識
を
変
え
る
講
習
で
し

た
。
適
正
料
金
と
い
う
言
葉
を

使
い
、
料
金
に
対
し
て
の
考
え

方
や
捉
え
方
を
変
え
よ
う
と
い

う
こ
と
で
し
た
。
色
ん
な
こ
と

が
見
直
さ
れ
て
い
る
今
、
コ
ロ

ナ
を
き
っ
か
け
に
自
店
の
こ
と

を
見
直
し
て
い
た
な
ら
、
今
回

の
講
習
は
い
い
カ
ン
フ
ル
剤
に

な
っ
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。　
　

女
性
部
の
高
木
で
す

　

御
簾
納
講
師
会
長
か
ら
青
女

の
方
で
も
カ
ラ
ー
チ
ュ
ー
ブ
の

回
収
に
協
力
し
て
下
さ
い
と
、

お
話
が
あ
り
ま
し
た
。

　

集
め
方
に
す
ご
く
制
約
が
あ

り　

大
変
な
の
で
講
師
会
の
人

や
青
女
の
方
に
預
け
る
か
県
の

会
館
に
お
持
ち
く
だ
さ
い
よ
ろ

し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　

閉
会
の
言
葉　

増
田
光
正
常

任
理
事

　

次
回
理
事
会
の
予
定
に
つ
い

て令
和
３
年
４
月
26
日
㈪
午
後
１

時
30
分
よ
り

千
葉
県
理
容
会
館　

５
階
大
会

議
室

（
取
材　

千
葉
）

 

令
和
３
年
３
月
22
日
㈪
午
前

10
時　

千
葉
県
理
容
会
館　

５

階
大
会
議
室

司
会
進
行

　

荒
木
洋
夫
副
理
事
長

会
議
に
先
立
ち
各
表
彰

増
田
光
正　

小
倉
好
勝　

小
林

豊　

鈴
木
利
夫　

石
川
良
明
さ

ん
に
表
彰
状
授
与
し
ま
し
た
。

開
会
の
言
葉　

　

竹
之
内
利
雄
常
任
理
事

理
事
長
挨
拶　

   

三
密
を
避
け
て
会
議
を
始
め

て
行
き
ま
す

　

道
す
が
ら
桜
と
椿
が
一
緒
に

咲
い
て
い
ま
し
た
、
昨
日
に
緊

急
事
態
宣
言
が
解
除
さ
れ
た
初

日
の
日
で
す
が
気
を
緩
め
る
こ

と
な
く
組
合
か
ら
ク
ラ
ス
タ
ー

が
出
る
こ
と
が
な
い
よ
う
気
を

引
き
締
め
て
い
き
ま
し
ょ
う
。　

議
長
選
出

　

石
毛
眞
理
子
副
理
事
長

議
事
録
署
名
人
選
出　

　

本
吉
和
之
理
事
・
佐
久
間
昌

良
理
事

書
記
選
出

　

石
下
公
敏
事
務
局
長

報
告
事
項

⑴
組
合
会
務
及
び
予
定
理
事
長

説
明

　

＊
２
０
２
１
年
度
（
令
和
３

年
度
）
行
事
予
定
表
案
（
別
冊
）

⑵
全
理
連
報
告

理
事
長
説
明

一
部
石
下
局
長
説
明

⑶
①
世
界
理
美
容
技
術
選
手
権

大
会
運
営
委
員
会
の
議
事
概
要

に
つ
い
て
、
②
２
０
２
０
Ｏ
Ｍ

Ｃ
オ
ン
ラ
イ
ン
世
界
大
会
の
成

績
結
果
、
③
第
58
回
技
能
五
輪

全
国
大
会
「
理
容
」
職
種
の
成

績
結
果
、
④
理
容
業
に
お
け
る

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡

大
予
防
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
、
⑤
令

和
３
年
度
連
合
会
諸
会
議
・
行

令
和
２
年
度
第
５
回
理
事
会

1　名　　称	 RIYOヘアーフェスティバルCHIBA‘21
2　開催主旨	 理容組合員の交流を深め、技術の研鑽を図り、若手・後進の育成と

技術高揚を図る。
3　開 催 日	 令和 3年 5月 10日（月）午前 10時 00分　開会
4　開催会場	 千葉県理容会館
	 千葉市中央区春日 1-22-4　☎ 043（242）5415

※会場までは、できるだけ電車等公共交通機関をご利用ください。
駐車場はありませんので、車の場合は周辺のコインパーキングをご
利用ください。

5　後援予定	 千葉県、千葉市、千葉商工会議所、千葉テレビ放送、千葉日報社
6　協　　賛	 （今回無観客で縮小開催のためなし）
7　競技種目	 第 1部門　Barber	Style（バーバースタイル）
	 第 2部門　レディスカット・パーマスタイル『Leap』
	 第 3部門　メンズカット・パーマスタイル
8　観客・応援等	 今大会は無観客で行います（無観客で行うため役員等関係者のみ）
9　競技外企画	 なし

表彰された方々



令和 ３ 年５月１日（土曜日）　　（２）　第 332 号 鋏　　友　　千　　葉
日
時　

令
和
３
年
３
月
11
日
㈭

午
後
１
時

場
所　

全
理
連
ビ
ル
９
階
会
議

室
　

千
葉
県
か
ら
は
増
田
理
事
長
・

石
毛
副
理
事
長
・
荒
木
副
理
事

長
が
出
席

議
案
第
１
号　

令
和
３
年
度
事

業
計
画
承
認
の
件

〇
組
合
加
入
・
訪
問
福
祉
理
容

の
推
進

○
後
継
者
育
成

○
外
国
人
雇
用
の
動
き
を
注
視

す
る
・
社
会
福
祉
制
度
の
普
及

○
理
容
サ
ロ
ン
の
生
産
性
の
向

上○
女
性
集
客
・
キ
ッ
ズ
集
客
に

よ
る
売
り
上
げ
ア
ッ
プ

○
社
会
貢
献
事
業　

な
ど

議
案
第
２
号　

令
和
３
年
度
収

支
予
算
承
認
の
件

○
各
部
事
業
の
内
容
と
増
減
が

示
さ
れ
た

議
案
第
３
号　

令
和
３
年
度
借

入
金
最
高
限
度
額
承
認
の
件

○
最
高
限
度
額
を
５
億
円
と
す

る
。

議
案
第
４
号　

定
款
の
一
部
改

第
１
８
１
臨
時
総
会
・

評
議
員
会

正
承
認
の
件

○
第
29
条
の
２
・
第
55
条
・
第

55
条
の
２
が
改
正
さ
れ
る

議
案
第
５
条　

積
立
剰
余
金
の

取
り
崩
し
承
認
の
件

○
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
応

積
立
金
・
災
害
積
立
金
の
取
り

崩
し

　

ア
フ
タ
ー
コ
ロ
ナ
で
組
合
強

化
・
営
業
支
援
策
の
た
め
の
財

源
と
し
て
使
用
す
る
。

以
上
が
報
告
さ
れ
、
承
認
さ
れ

る
。

（
取
材　

石
毛
）

講
師
会
長
３
年
の
節
目
を
迎
え

　

３
年
の
節
目
を
迎
え
、
振
り

返
れ
ば
様
々
な
経
験
を
さ
せ
て

頂
き
ま
し
た
。
外
部
講
師
を
招

い
て
の
勉
強
会
、
３
つ
の
ゼ
ミ

に
分
か
れ
て
研
究
を
続
け
て
、

組
合
員
の
皆
様
に
フ
ィ
ー
ド

バ
ッ
ク
す
る
。
コ
ン
ク
ー
ル
を

通
じ
て
若
者
の
育
成
や
中
高
生

に
向
け
た
職
業
体
験
授
業
の
開

催
な
ど
、
様
々
な
事
業
を
や
ら

せ
て
頂
き
ま
し
た
。
又
、
お
祝

い
事
も
有
り
、
役
員
を
始
め
会

員
の
皆
様
の
ご
協
力
の
も
と
、

無
事
に
終
え
る
こ
と
が
出
来
ま

し
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
最
後

の
１
年
間
は
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響

に
よ
り
、
組
合
事
業
の
ほ
と
ん

ど
が
中
止
と
な
り
ま
し
た
。
そ

の
中
で
も
、
講
師
会
の
３
つ
ゼ

ミ
は
活
動
を
続
け
、
３
年
間
の

集
大
成
と
し
て
Ｄ
Ｖ
Ｄ
に
残
し

ま
し
た
の
で
、
各
支
部
で
活
用

し
て
頂
け
れ
ば
幸
い
で
す
。
そ

し
て
最
後
の
事
業
と
し
て
、「
ア

ル
ミ
リ
サ
イ
ク
ル
」
を
始
め
ま

し
た
、
そ
れ
は
カ
ラ
ー
剤
の
使

用
済
み
チ
ュ
ー
ブ
の
回
収
で

す
。
組
合
事
務
所
に
回
収
ボ
ッ

ク
ス
を
設
置
し
て
ま
す
の
で
、

組
合
員
皆
様
の
ご
協
力
を
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
、
最
後
の

講
師
会
リ
サ
イ
ク
ル
事
業
に
つ
い
て

　

千
葉
県
講
師
会
で
は
、
カ

ラ
ー
材
の
空
チ
ュ
ー
ブ
の
リ
サ

イ
ク
ル
事
業
を
ス
タ
ー
ト
し
ま

す
。

　

ア
ル
ミ
で
出
来
て
い
る
空

チ
ュ
ー
ブ
を
回
収
し
、
ア
ル
ミ

を
購
入
頂
け
る
業
者
に
引
き

取
っ
て
頂
き
車
椅
子
を
購
入
し

福
祉
施
設
等
に
寄
付
す
る
と
い

う
も
の
で
す
。
そ
こ
で
、
理
容

会
館
に
回
収
ボ
ッ
ク
ス
を
設
置

し
、
千
葉
県
組
合
員
の
皆
さ
ん

に
ご
協
力
頂
き
空
チ
ュ
ー
ブ
を

回
収
し
た
い
と
考
え
て
い
ま

１
年
間
は
中
途
半
端
な
形
に
な

り
、
と
て
も
残
念
な
気
持
ち
で

す
が
、
役
員
を
は
じ
め
、
会
員

の
皆
様
に
は
大
変
感
謝
致
し
ま

す
。

「
３
年
間
有
難
う
御
座
い
ま
し

た
」 

（
講
師
会
長　

御
簾
納 

功
一
）

す
。

　

一
般
の
組
合
員
の
方
が
理
容

会
館
ま
で
足
を
運
ぶ
の
は
困
難

か
と
思
わ
れ
ま
す
の
で
、
講
師

会
会
員
が
積
極
的
に
回
収
し
会

館
に
持
っ
て
行
く
よ
う
な
形
を

と
り
ま
す
。
又
、
青
年
部
女
性

部
に
も
同
様
に
協
力
を
要
請
致

し
ま
す
。
集
ま
っ
た
空
チ
ュ
ー

ブ
は
、
定
期
的
に
講
師
会
で
回

収
い
た
し
ま
す
。
私
た
ち
が
捨

て
て
い
る
空
チ
ュ
ー
ブ
の
有
効

活
用
に
ご
協
力
お
願
い
し
ま

す
。（講

師
会
長　

御
簾
納
功
一
）
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２つの腸のための２つの菌
取材　阿部健康アドバイス

【小腸ってこんな所】
・長さは6～7ｍ
・栄養を吸収する唯一の器官
・全身の免疫細胞の約半数が集中、私達が病気にかからないよう悪者を見分け
て退治してくれます。

《小腸が正しく機能しなかったら栄養吸収や病気から体を守る働きが、
弱まってしまいます。》

小腸で働くのが乳酸菌です。

【乳酸菌】
・栄養吸収と免疫
・普段はあまり意識しないけど、生きるための基本が小腸。
・低下した免疫力を回復してくれる乳酸菌もいます。
・外敵と戦う免疫細胞を元気にしてくれています。

【大腸ってこんな所】
・長さは1.5 ～ 2ｍ
・小腸から送られてきた内容物の水分を吸収し、ウンチを作る器官
・ウンチが長時間とどまると、腸内細菌の中の悪い菌が有害物質を作って色々な
病気のもとに。

《体の中で最も病気が起こりやすい器官なのです。》
大腸で働くのがビフィズス菌です。

【ビフィズス菌】
・便性を改善します。
・赤ちゃんのお腹はビフィズス菌でいっぱい。だからウンチもきれい、でも加齢と
ともに減っていきます。
・酸素に弱く空気中で生きられないから、普段の食事からはとりにくいのです。
・大腸の中にウンチを溜めないことが病気を防ぐカギになります。
《小腸も大腸もどちらも大事な所。両方ケアしてあげることが大切です。》
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青
年
部
女
性
部
定
例
総
会

　

３
月
22
日
理
事
会
終
了
後
、

青
年
部
女
性
部
定
例
総
会
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
約
１
年
ぶ
り
に

会
う
の
が
最
後
の
顔
合
わ
せ
に

な
る
と
は
、
去
年
の
今
頃
誰
も

思
っ
て
い
な
か
っ
た
と
思
い
ま

す
。

　

見
た
目
は
皆
さ
ん
変
わ
っ
て

い
ま
せ
ん
で
し
た
、
久
し
ぶ
り

に
会
え
て
嬉
し
い
と
い
う
雰
囲

気
に
溢
れ
て
い
ま
し
た
。

　

は
じ
め
に
理
事
長
か
ら
、
こ

れ
か
ら
も
こ
の
コ
ロ
ナ
禍
は
続

く
と
思
わ
れ
る
の
で
、
リ
モ
ー

ト
を
駆
使
し
て
、
青
女
ら
し
い

発
信
を
し
て
欲
し
い
と
の
ご
挨

拶
が
あ
り
ま
し
た
。
総
合
企
画

部
長
か
ら
も
、
何
も
出
来
な

か
っ
た
期
間
を
チ
ャ
ン
ス
と
受

け
止
め
て
、
根
を
伸
ば
す
意
味

で
自
身
を
磨
き
、
次
に
何
が
出

来
る
か
を
考
え
出
せ
る
力
を
つ

け
る
よ
う
に
、
と
の
お
言
葉
も

頂
き
ま
し
た
。

　

今
年
度
は
何
も
活
動
は
出
来

な
く
、
で
も
心
は
密
に
！
と
思

い
、
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
な
ど
で
連
絡
を

取
り
合
い
、
マ
ス
ク
ケ
ー
ス
や

感
染
防
止
の
ポ
ス
タ
ー
で
青
年

部
女
性
部
独
自
の
感
染
症
対
策

を
呼
び
か
け
て
い
ま
し
た
。
各

支
部
の
青
年
部
長
・
女
性
部
長

は
じ
め
、
組
合
員
さ
ん
の
お
か

げ
も
あ
り
、
マ
ス
ク
ケ
ー
ス
は

完
売
す
る
な
ど
集
ま
ら
な
く
て

も
出
来
る
活
動
が
出
来
ま
し

た
。

　

ま
た
、
理
容
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

で
は
、
集
ま
る
こ
と
が
困
難
な

中
、
制
限
が
あ
っ
た
も
の
の
例

年
通
り
に
活
動
で
き
、
県
庁
に

マ
ス
ク
を
寄
贈
ま
で
出
来
ま
し

た
。
告
知
が
遅
く
な
っ
て
し
ま

い
ま
し
た
が
初
め
て
リ
モ
ー
ト

講
習
を
行
い
、
こ
ん
な
状
況
だ

か
ら
こ
そ
勉
強
し
た
い
と
い
う

皆
さ
ん
の
意
欲
に
答
え
ら
れ
て

良
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　

本
来
な
ら
総
会
後
は
、
慰
労

を
兼
ね
て
の
懇
親
会
が
あ
る
は

ず
で
す
が
、
今
回
は
な
し
で
皆

さ
ん
と
気
持
ち
だ
け
で
も
労
い

を
し
て
解
散
と
な
り
ま
し
た
。

　

年
々
青
年
部
女
性
部
は
少
数

精
鋭
で
活
動
し
て
い
ま
す
、
来

期
は
コ
ロ
ナ
の
状
況
で
ど
う
な

る
か
わ
か
り
ま
せ
ん
が
、
皆
さ

ん
の
支
え
が
あ
っ
て
活
動
が
出

来
て
い
ま
す
。
集
ま
る
こ
と
が

ウ
リ
の
青
年
部
女
性
部
で
す

が
、
こ
れ
か
ら
は
集
ま
れ
る
環

境
を
作
り
活
動
す
る
こ
と
を
掲

げ
、
皆
さ
ん
に
安
心
し
て
ま
た

笑
顔
で
会
え
る
よ
う
に
皆
さ
ん

と
共
に
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

を
乗
り
越
え
て
い
き
ま
し
ょ

う
！

　

３
年
間
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

（
青
年
部
女
性
部
執
行
部
一
同
）

文
　
芸

と
り
ど
り
の
具
重
ね
あ
り　

恵
方
巻

コ
ー
ヒ
ー
の
湯
気
を
見
つ
め
て
無
心
な
る

小
春
日
や
猫
も
二
匹
で
か
け
ま
わ
り

浅
草
の
寺
の
入
口
青
木
の
実

大
小
の
大
根
か
わ
く
軒
一
面

新
井
光
子
（
一
般
投
稿
）

遠
つ
嶺
の　

桜
が
す
み
を　

見
る
の
み
に　

胡
坐
し
て
長
し　

草
の
日
溜
り

た
ん
ぽ
ぽ
の　

白
き
絮
毬
危
う
げ
に　

す
で
に
し
夏
の　

風
と
な
り
た
り

常
の
日
は　

河
口
に
群
る
る　

海
鳥
の　

影
な
き
さ
び
し　

風
荒
び
吹
く

太
平
洋
の　

西
の
は
て
ぞ　

こ
こ
に
し
て　

限
り
も
あ
ら
ず　

浪
の
う
ち
延
う

役
職
の　

文
書
の
す
べ
て　

焼
き
す
て
て

思
い
を
軽
く　

炎
見
つ
む
る

さ
び
し
か
ら
ず
や
と　

君
問
い
給
う

さ
び
し
さ
と　

肩
の
軽
さ
は　

い
さ
さ
か
違
う

佐
久
間
昌
良
（
鴨
川
支
部
）

　

短　

歌

俳　

句


